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平成6年市政功労

の皆さん

11月2日市役所で表彰式

朝

野

幹

子
さ
ん
(
灯
歳
)

東
町

7
l
M
U

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
議
会
議

員
と
し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

古

金

広
さ
ん
(
切
歳
)

北
鬼
江

2
8
0
2

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
議
会
議

員
と
し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

さ

え

き

か

っ

み

佐

伯

克

美

さ

ん

a歳
)

佐
伯
l

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

玉

野

千

恵

子

さ

ん

a歳
)

吉
島

1
7
4
5
1
1
0

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

能

ι
F
E
7
4
4
さ
ん
(
刊
歳
)

本
町

2
1
4
i
m

多
年
に
わ
た
り
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
料
理
教
室
講
師
と
し
て
勤

労
青
少
年
の
指
導
に
尽
く
さ
れ
た
。

魚
津
植
物
友
の
会

fこい
。植多

物年
のに
保わ
護た
育り
成自
に然
尽観
く察
さを
れ行

色

A
Q

一
A

津

棋

友

多
年
に
わ
た
り
将
棋
大
会
を
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
中
学
生

の
指
導
育
成
に
あ
た
り
将
棋
の
普

及
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

伊

藤

宗

あ
き明
さ
ん
(
印
歳
)

鴨
川
町
2
|

お

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
剣
道
協

会
の
会
長
と
し
て
少
年
剣
士
の
指

導
育
成
に
尽
く
さ
れ
た
。

a 

魚
津
市
ス
キ

i
協
会

多
年
に
わ
た
り
本
市
ス
キ

l
競

技
の
普
及
発
展
に
努
め
、
体
育
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

魚
津
市
車
球
協
会

永
年
に
わ
た
り
本
市
卓
球
競
技

の
普
及
発
展
に
努
め
、
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。



の功積を
魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

上
野
方
支
部

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動

に
努
め
、
地
区
交
通
環
境
の
整
備

促
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

政き

ぷ

ん

さ

く

文

作

さ

ん

a歳
)

新
角
川

1
1
2
ー
ロ

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
思
想

の
普
及
と
交
通
安
全
活
動
の
推
進

に
尽
く
さ
れ
た
。

山2

崎5

ひ
ろ
し弘
さ
ん

(η
歳
)

中
央
通
り

1
1
5
1
2

多
年
に
わ
た
り
魚
津
魚
商
組
合

の
要
職
に
あ
っ
て
魚
商
業
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
。

い

し

く

ら

し

ん

石

倉

信

い
ち一
さ
ん
(
幻
歳
)

下
椿
8
4
9

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

と
し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
く
さ
れ
た
。

島
品
府
総
刷
版
際
さ
ん

a歳
)

東
町
7

|
お

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

と
し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
く
さ
れ
た
。

山2

本2

正3
ご4晶ド
Jロ」
さ
ん

60 
歳

黒
沢

1
1
8
5

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団

に
あ
っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励

し
、
本
市
の
防
災
と
市
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

津つ

田だ

公
正
さ
ん
(
臼
歳
)

上
口

2
l
m
l
M
W

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団

に
あ
っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励

し
、
本
市
の
防
災
と
市
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

羽は

回だ

ひ
ろ
む弘
さ
ん
(
乃
歳
)

新
金
屋

1
l
m
|
8

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
市

民
の
健
康
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
師
会
の
要
職
に
あ
っ
て
地

域
医
療
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

a 

ひ

ら

い

み

え

平

井

美

枝

さ

ん

(

乃

歳

)

末
広
町

8
1
8

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
市

民
の
健
康
に
努
め
る
と
と
も
に
福

祉
医
療
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。



通

5

富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

出

品

協

魚

津

市

か

ら

相

名

、

が

受

賞

f

{

f
司
¥
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会
に
お
い
て
顕
著
な
活
動
や
献
身
的
な

市
内
外
か
ら
「
美
し
い
自
然
の
部
」
位
点
、
「
祭
り
の
部
」
お
H

の

世
話
を
し
て
い
る
次
の
相
名
の
方
に
、
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
ス
ポ

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
方
の
作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ー
ツ
奨
励
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
・
所
属
団
体
名
一
部
略
)

(
敬
称
略
)

魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

0
美
し
い
自
然
の
部

『笥

慶

平
成
(
魚
津
浦
タ
映
)

0

祭
り
の
部

窪
田

隆
(
う
お
づ
ま
つ
り
)

平
成
(
宮

津
)

市
長
賞
高
慶

市
議
会
議
長
賞
木
下
荘
司
(
末
広
町
)

商
工
会
議
所
会
頭
賞

行
沢
三
雄
(
大
海
寺
野
)

観
光
協
会
会
長
賞

宮

川

政

昭

(

住

吉

)

窪

田

隆

(

吉

野

)

内
生
蔵
裕
志
(
東
蔵
)

河
島
博
明
(
高
岡
市
)

虎

谷

信

行

(

住

吉

)

池
田
重
夫
(
黒
部
市
)

入

選

市
長
賞
窪
田

市
議
会
議
長
賞
内
生
蔵
裕
志
(
東

商
工
会
議
所
会
頭
賞

北
保
恵
洋
(
宇
奈
月
町
)

観
光
協
会
会
長
賞

玉
生
康
博
(
八
尾
町
)

嶋
川
悦
郎
(
大
海
寺
野
村
)

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

高
林
十
七
雄
(
仏
国
)

山
崎
美
紗
子
(
三
ケ
)

虎

谷

雄

子

(

住

吉

)

隆
(
吉

野
)

蔵

入

選

(
小
学
生
)

(
本
江
水
泳
)

交
の
び
の
び
賞

只
石
や
よ
い

山
本
佳
奈
子
(
ジ
ュ
ニ
ア
レ

l
シ
ン
グ
)

浜
田
晃
弘
(
本
江
サ
ッ
カ
ー
)

田

村

勇

作

(

本

江

野

球

)

加

藤

貴

宏

(

道

下

野

球

)

津
田
李
香
(
吉
島
と
こ
一
パ
ス
ケ
)

金
子
奈
央
・
園
木
絵
里
・
正
木
寛
恵

山
崎
理
恵
・
湯
口
亜
矢
・
本
庄
麻
美

下
司
早
弥
夏
・
米
国
加
奈
子

(
士
口
島
什
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

稲

場

知

佳

(

吉

島

バ

レ

|

)

山

浦

信

(

吉

島

サ

ッ
カ
ー
)

大

島

大

輔

(

吉

島

野

球

)

古
い
き
い
き
賞
(
日
歳

j
m歳
未
満
)

高
田
瑞
生
(
市
テ
ニ
ス
協
会

・T
げ

)

交
は
つ
、
勺
つ
賞
(
日
歳
jmω

歳
未
満
)

岡
本
暁
徳
・
川
平
俊
博

(
魚
津
弓
道
協
会
)

大
さ
わ
や
か
賞
(
鈎
歳
1
ω
歳
未
満
)

佐
生
幸
代
・
内
山
広
子
・藤
原
雪
枝

(
村
木
ビ
ー
チ
愛
好
会
)

藤
田
千
恵
子
(
加
積
パ
ド
愛
好
会
)

高
縁
泰
之

(
加
積
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
ク
ラ
ブ
)

天
野
洋
子

・
米
川
洋
子

(
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会
)

沢
井
洋
子

・
大
城
和
美

(
村
木
パ
ド
愛
好
会
)

高
岸
春
美

・
鈴
木
絹
子

(
村
木
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
)

小
熊
房
江
(
村
木
卓
球
愛
好
会
)

阿
部
啓
(
魚
津
パ
ド
愛
好
会
)

鍛
治
茂
美

・
稲
場
忠
之

(
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ス
キ

l
ク
ラ
ブ
)

森

幸

英

・清
河
明
彦
・石
崎
晴
久

(
市
ラ
グ
ビ
ー
協
会
)

大
ほ
の
ぼ
の
賞

(ω
歳
以
上
)

吉
川
時
男
・
高
見
英
夫

(
市
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
)

沢
泉
平
蔵
(
県
ペ
タ
ン
ク
連
盟
)

浜
多
善
保
・
清
水
清

(
魚
津
弓
道
協
会
)

河
浦
茂
(
市
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
協
会
)

食
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞

辻

清

治(大
町
ゲ

l
ト
ボ
!
ル
協
会
)

東
狐
義
雄
(
市
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
協
会
)

津

田

友

吉

(

市

野

球

協

会

)

寺
崎
欣
次
・
竹
田
す
く
(
魚
津
走
友
会
)

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
、
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
わ
が

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
、

合
言
葉
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

部
門
と
賞

一
般
の
部

児
童
・
生
徒
の
部
(
中
学
生
以
下
)

両
部
門
と
も
建
設
大
臣
賞
、
実

行
委
員
会
会
長
賞
、
優
秀
賞
。

応
募
締
切
ロ
月
白
日
(
土
)

発

表

平

成

7
年
5
月
に
受

賞
者
に
直
接
通
知
。

ま
ち
づ
く
り

標

語

募

集

問
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
課

g
n
1
4
1
0
3
0
 

応

募

先

干

問

東

京

都

千
代
田
区
紀
尾
井
町

3
l
n

(
財
)
都
市
計
画
協
会
内

ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会

標
語
募
集
係

応
募
要
領
は
が
き
に
、
住
所
・

電
話
番
号
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
(
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
)
・

応
募
部
門
を
明
記
。

一
人
何
点
で
も
応
募
可
能
。
た

だ
し
は
が
き
1
枚
に
1
点
限
り
。

な
お
、
自
然
保
護
・
環
境
美
化

を
主
題
と
す
る
も
の
、
特
定
の

地
域
を
対
象
と
す
る
も
の
は
審

査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

a‘ 



つ
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

税
を
知
る
週
間
刊
月
刊
日
〈
金
〉

jw日
〈
木
〉

〈
〉
納
税
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展

暮
し
の
中
の
税
金
展

日
時
日
月
日
日
(
金
)
j
U
日
(
月
)

き
る
よ
う
に
、
福
祉
の
充
実
、
住
場
所
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
・
文
化
①
市
内
小
学
5
年
生
の
書
道
「
笑

の
振
興
な
ど
、
幅
広
い
公
共
サ

l

顔
で
納
税
」
、
市
内
中
学
3
年

¥
¥
M
J一
圏
一
寄
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
の
納
税
ポ
ス
タ
ー
応
募
作
品

ヘ
み
き
立
二
お

V
2

そ

の

主

要

な

財

の

展

示

。

ν・」
E
乞

庁

日

記

町

穴

一

源

が

皆

さ

ん

に

負

②

園

、

県

、

市

の

各

種

ポ

ス

タ

ー

、

訂

塁

率

路

込

担

し

て

い

た

だ

く

写

真

な

ど

暮

し

を

支

え

る

税

金

バ;
ー
い
も
イ

¥
Nリ
F
道
、
義
司
J

「
税
」
で
す
。

資
料
の
展
示

J

お
い
寄

y斧
隊

六

}

司

急

修

、

セ

魚

津

税

務

署

で

③

地

酒

展

示

な

ど

H
K
L
L
C
J
)
・
)
吋
付

μ
肪

d
u
y斗
三

-H4ノ
忙
仁
水
ル
何
河
~
潮
入
岱
戸

ι
は
、
「
暮
し
を
支
え
〈
〉
臨
時
無
料
税
務
相
談
所
の
開
設

itE3ぬ
dyGMT-る
税
」
を
テ

l
マ
品
日
月
ロ
日
(
土
)
日
日
(
日
)

主

5
2居者
と

し

て

、

「

税

を

知

(

両

日

と

も

午

後

)

吉

田

、

福

泊

三

十

ゲ

(

訪

笠

¥

る

週

間

」

中

、

皆

き

場

所

魚

津

サ

ン

プ

ラ

ザ

J

必
¥
R
W
μ
』
芯
以
山
影
山
叶
1
V
¥

ん
に
か
税
の
意
義
※
北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部
の
税

ぱ

削

除

益

一

ヨ

援

や

¥

や

役

割

。

を

知

っ

理

士

が

相

談

に

応

じ

ま

す

。

i
f
-
-

て
い
た
だ
け
る
よ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

可
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4

一

会

A

一

ヘ

同

d

ら

レ

、

ボ

税

る

の

確

に

を

願

特

に

に

方

て

の

ま

末

方

必

一

ャ

方

町

)

か

川

メ

や

得

す

も

は

か

額

お

る

者

と

の

れ

額

れ

年

の

一

ω
説
恰
防
ト
パ
川
咽
側
一
切
同
村
代
初
一
側
一
れ
州
搬
に
一
一
日
一
一
剛
山
…
ぃ
。
り
、
一
一
加
一

一

時

一

整

日

お

化

↓

一

m

m

M
縦
一
一
足
糊
一
年
例
話
一
時
一
立
反
乱
一
七
制
二

一

封

ョ

2
m
m
p
文

ホ
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国
や
県
・
市
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
豊
か
で
安
心
し
た
生
活
が
で

ミス9--.ワリ--~内ゴミひとくち講座⑧

リサイクルの切り札、集団回収の巻
資源をゴミとしない、誰でもできる効果的なやり方に集団回収があ

る。魚津市にも資源回収団体が99団体あり、貴重な資源を回収しても

らっておる。平成5年度は、古紙712.5t、アルミ缶7.8t、布40.3t、牛

乳パックl.7t、合計762.3tの資源回収をしてもらったのじゃ、ありが

たいのつ。

現在、資源の価格が低下しており売上金が少ないが、市に登録した

団体には 1kg当り 3円の報償金を出しているのじゃ。どんどん登録して

くだされよ。詳しいことはクリーン係ft23-1048まで。

ほかにも集団回収のメリ ットがあるぞ。

①家庭から出るゴミが減る。

②リサイクルの意識が高まる。

③家庭、地域のコミュニケーションを深める。

④街の環境美化につながる。

どうじゃな、それでは今月の議義はこれまで、 また来月会おう 。

a 



言書
お知らせく Tごさい。

広聴係 ft23一1015

名人芸に酔いしれた
魚津市高齢者芸能大会が10月19日、

市民会館で関かれました。

今年で17回目となる大会には、約

200人が出演。民謡、舞踊、詩吟、寸

劇など52の楽しい出し物が披露きれ、

会場をわかせました。

経団校下の清水みきさんらによる寸

劇「固定忠次」や、老人趣味舞踊教室

{ 気分はピクニック
10月12日、大町小学校で「ふれあい

野外給食」が行われました。

写生会を兼ねて 6年生は八幡宮で、

5年生は校舎の屋上でそれぞれ特製の

弁当に舌づつみを打ちました。献立は、

おにぎり 2個に鶏肉のチーズサンドフ

ライ、小アジのフリ ッタ一、煮物など。

児童たちは、 豪華な給食に歓声をあげ

ながら、友達どうしで輪になって弁当

を広げ‘ていました。

野外給食は、市の学校給食センタ-

} が、自然の中で給食を楽しんでもらお

うと今年から始めたもので、道下、本

江、片員の各小学校でも行われました。

で弘淀川端許制:-.S~i)!~'~~'"，~~淀川...:.:.....~，i~::#:~i.~ .~...:;.，J. …以前川父山{~.l(i::..~:.; 点
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お座敷列車ふれあいの旅
10月3日、お座敷列車「魚津市民ふ

れあい霊気楼号」で、155名のみなさん

が、越前武生への一日旅を楽しみまし

このツアーは、市がスーパー特急な

どの魚津駅停車をめざして魚津駅の利

用拡大を図ろうと、今回初めて企画し

たものです。
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和紙の里での紙すき体験など、ふれあ j 
いの旅を満喫しました。

車内では、お座敷列車ならではの力

ラオケ大会が行われ、参加者はリラ ッ

クスムード。武生菊人形を見学したり、

‘ ""~ ，岬府'/;獄時草市 .，...t'
哨崎~~""~.;.<，~均竹〆司会い%がiI'吟，... (~::.t'-":{.3'i..:~く・~~寄託モミナ‘:~;:'示、シU品夕、町ごす・
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地域の催しものなど、

企画広報室広報

ナイチンゲールに
あこがれて

魚津准看護学院の戴帽式が、 10月5

日、魚津市医師会館で行われ、半年聞の

基礎学習を終えた l年生31人(うち男

性 3人)にナースキャ ップが与えられ

ました。

式では、 l人ずつ名前を呼ばれナー

九

-VAJAe
Z
川'会
事
h

・
慢
な
Z
E
h
e
b
安
官
、
~

像画は、縦125cm、横82cmの掛け軸で、

国内では数点しか確認されていない貴

重なものです。

利長の母は高畠家より嫁いでおり、

その縁で高畠家にこの肖像画が残され

ていました。高畠家は江戸時代に加賀

藩の家臣として魚津に住み、外余子さ

んの家は19代目にあたるそうです。

主 肖像画は、吉田記念郷土館で行われ

3 ている企画展に併せて、 11月30日まで
ミ 特別展示されています。
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エア
県民ス

室が10月

開かれま v"-。

午後 7時から始まった教室には、小学 ; 

生から大人まで約70名の女性が参加し、 3 
会場は熱気ムンムン。講師のエアロビク ミ

スインストラクタ一三矢八千代さんの指 5 
導のもと、参加者は軽快な音楽に乗り 、 さ
さわやかな汗を流しました。

三矢さんは、日本初のプロインストラと

クターとして活躍しており、実技を中心 ~?

としたわかりやすい指導は、参加者にと j
ても女子言平でした。

ぬ >>-"~"" .';'~;".一、砂: ・ 以宅;:><.♂.*.~年:砂州，，;>
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全国大会に向けて猛練習中の大坪さん(左)と津田さん(右)

第
幻
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

(
%
と
や
ま
大
会
)
に
出
場
す
る

津

田

健

範

さ

ん

(
印
歳
)

大

坪

悟

さ

ん

(
問
歳
)

日
月
4
日
か
ら
行
わ
れ
る
技
能
五
輪
全
国

大
会
に
、
家
具
部
門
で
見
事
県
大
会
を
勝
ち

抜
い
て
出
場
す
る
津
田
健
範
さ
ん
と
大
坪
悟

e

さ
ん
。
と
も
に
富
山
職
業
能
力
開
発
短
期
大

町
d
，

学
校
の
居
住
シ
ス
テ
ム
科
の

2
年
生
で
す
0

.
4
県
大
会
出
場
を
決
意
し
た
4
月
下
旬
か
ら

同

連
日
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
く
り
返
し
て
き

田

ま

し

た

。

「
角
材
と
角
材
を
す
き
ま
な
く
つ

b

!

a

F

な
ぐ
の
が
大
変
で
し
た
。
満
足
で
き
る
も
の

，a河
川

1
.
は
最
後
ま
で
で
き
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
全
国

d

，
m
F
4

大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
口

、
ノ
色
4
，

静
か
な
語
り
口
の
中
か
ら
、
よ
り
良
い
も
の

〆、

4

を
求
め
る
若
者
の
気
迫
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
o

p
h
u
Fル
技

能

五
輪
と
や
ま
大
会
は
、
地
方
持
ち
回

'
t
1
.
り
の
第
1
号
と
し
て
、

富
山
職
業
開
発
カ
レ

A

，
」

ッ
ジ
(
富
山
市
)
な
ど
を
会
場
に
、幻
職
種
仰
人

が
日
本
の
最
高
水
準
の
技
能
を
競
い
あ
い
ま

す
。
来
年
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
る
技
能
五
輪

の
代
表
者
を
決
め
る
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

今、

2
人
は
と
や
ま
大
会
の
製
作
課
題
の

練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
一
番
に
な

り
た
い
。
だ
か
ら
、
ダ
ヤ
イ
け
ど
や
ろ
う
ぜ
日

良
き
友
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る

2
人
の

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
関
係
で
は
、
こ
の

2
人
の
外
、
電

工
部
門
に
坪
崎
勝
博
さ
ん
(
北
陸
電
気
工
事
)
、

旋
盤
部
門
に
金
塚
英
之
さ
ん
(
ス
ギ
ノ
マ
シ

ン
)
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘

を
お
祈
り
し
ま
す
。

魚津に帰って来てほっとしました。仕事に行くとき 、

買物に行くとき 、飲みに行くときにも歩いて行けるのは

最高です。

朝からお散歩に行くという気持ちで山も見れて幸せで・

す。その上、魚津でしかできないょっな行事によく参加

させてもらいます。 2週間ぐらい前、私は本江小学校の

子どもたちと魚津のきれいなお水の出所を発見して、川

のそばでおにぎりを食べて子どもたちと遊んだり、いろ

んな質問に答えたり、一日を楽しく過ごしました。山か

らカモシカも 2頭出て来て 子どもたちも私も大喜びし

ました。この問、片貝小学校の 5年生たちと初めて稲刈

りを経験しました。積極的な子どもたちと、かまを持っ

て稲刈りをやってみたので

す。魚津の子どもたちが、

学校の授業としてこういう

ことを経験できるのはすば

らしいことだと思いますし、

都会ではできないのです。

大都会の方へ遊び‘に行く

のは面白いけれど田舎に帰

って来るのもお楽しみ。

(10月7日記)

東京で遊ん足、ので魚津で園復足、/
(魚津市国際交流員 へレン・ケネディ)

皆さんこんにちは ノやっと涼しくなりましたね。朝と晩

は特に寒いくらいで、本当に秋が来たという感じてい気持ち

いいです。

3週間前に、私は主人のリ ッチと夜行パスで大都会の東

京へ遊び、に行ってきました。楽しかったけど大変疲れてし

まいました。

私は高校生のときに 1年関東京にいて、 4軒の家にホー

ムスティをさせてもらいました。それからずっと 12年間、

4つの家族と文通を続けているのでみんなに会いたいと思

って東京に行ったのです。阿佐ヶ谷の家族の家に泊めても

らって、東京を回ったり沢山の知っている人に会ったり、

ごちそうしてもらったりしました。自然科学博物館の特別

展示会を見ょうと思ったら、人が多くて苦しくて長くいら

れませんでした。新宿のきのくにやへ本を探しに行ったら

人が動けないほど多くて、ちょっと見てから出てしまいま

した。

東京は遊ぶ所がいっぱいあって、お庖もすてきだし確か

に楽しい所で、すが、どこに行っても人が大勢いて、電車に

乗ったりすると知らないうちに疲れ切ってしまうのです。

a 



青
春
い
き
い
き午前
中
は
病
院
に
勤
務
し
、
午

後
か
ら
魚
津
准
看
護
学
院
で
学
ん

で
い
ま
す
。

先
日
、
戴
帽
式
を
終
え
た
ば
か

り
、
あ
こ
が
れ
の
ナ

i
ス
キ
ャ

ッ

ブ
を
い
た
だ
き
感
激
し
て
い
ま
す
。

看
護
婦
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

の
あ
こ
が
れ
の
職
業
。
ま
だ
、
厳

し
い
道
が
続
き
ま
す
が
、
が
ん
ば

り
ま
す
。

理
想
の
男
性
で
す
か
ー

ー
や
さ

し
く
て
頼
れ
る
人
。
早
く
そ
ん
な

人
現
れ
な
い
か
な
・:
。

山
崎
恵
美
子
さ
ん

(川

原

初

歳

)

ピ
l
チ
ク
リ

ニ
ッ
ク
勤
務

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

兼
悟
く
ん

大
西

不
破
野
有
華
ち
ゃ
ん

経
団
西
町

t工

口

(
泰
明
・
め
ぐ
み
さ
ん
夫
妻
の

2
男
)

平
成
4
年
5
月
U
日

生

ま

れ

平(
H完
成一
巳
3 
年恵
4 子
月さ
6 ん
日夫

1 -j 妻
ij'fj生の
i}Iま 2
れ女

たさ
やく立
さま 7
ししヌ
いくこ
子てー
t: 、ミユ ?厚¥
三よ
っ

て
ね

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
な
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

水8気箇おもυ§薗織ω@
夏の終りから秋にかけて漁港の周辺でマアジ釣

りを楽しんでいる人たちが多く見られる。

マアジは餌となるプランクトンなどを求めて回

遊しているので、まき餌や 仕掛けの下にアミエ

ビを入れたまき餌カゴをつけて、アジの群れを集

めて擬似針で釣るサビキ釣りがよく行われる。調

子がいい時は一度にたくさんのアジが針にかかる

が、口がとても弱く 、ちぎれて針から落ちること

もしばしば見られる。また、今の時季フクラギの

曳き釣りの生餌としても用いられる。

水族館では毎年小アジを採集し円柱形の水槽で

飼育しているが、アジはスレに弱いので、移動の

際には網をできるだけ使わずノくケツですくって運

ぶようにしている。

釣りは体表を傷つけないので、水族館では釣り

による採集もよく行う 。水族館での餌は冷凍の

魚肉やオキアミのミンチ、アミエビ等を与えてい

るが、金魚、の餌などの人工飼料もよく食べ、水槽

の上から餌を与えると水面をひしめきあうように

群がって食べる。

アジはイワシ、サバと並ぶ大衆魚、で刺身やたたき 、

焼魚や干物など料理方法も多い。漁港で釣れる小

さなアジも空揚げにすれば骨ごと食べられる。ア

ジ釣りは仕掛けさえ整えば子供でも簡単にできる

ので一度家族で小アジ釣りに挑戦きれてはいかが

でしょうか。 (写真 ・文魚津水族館)

アマ

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8
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ー

日
月
の
行
事
|

⑨
お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室

ロ
日
(
土
)
、
日
日
(
日

)
2
時

1

.
お
も
し
ろ
科
学
実
行
委
員
の
方

と
一

緒
に
お
も
し
ろ
い
実
験
を
行

い
ま
す
。
や
っ
て
み
よ
う
、
み
て

み
よ
う
と
思
う
人
、
友
達
を
誘
っ

て
来
て
ね
。

⑨
卓
球
大
会

問
日
(
土

)
2
時
j

参
加
し
た
い
人
は
、
同
日
(金
)ま

で
申
し
込
ん
で
ね
。
詳
し
く
は
セ

ン
タ
ー
ま
で
グ

〈
休
館
日
〉

・
毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

。
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街
路
樹
の
襲
定

竹
月
初
旬
か
ら

記
録
的
な
猛
暑
の
夏
に
、
一

服
の
清
涼
を
与
え
た
市
内
の
街

路
樹
も
、
落
葉
の
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
沿
線
の
皆
様
に
は
、

落
葉
の
後
始
末
な
ど
で
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
日
月
初
旬
ご
ろ
か

ら
街
路
樹
の
努
定
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
樹
姿
や
樹
勢
の
関
係

で
、
勢
定
や
枝
払
い
な
ど
は
市

で
行
い
ま
す
の
で
個
人
で
は
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
間
合
先

市
公
園
住
宅
課
公
園
保
全
係

合
お

|
1
0
2
6

工込水
量み道
遥は工
?早事
窪田の
苧に申
穴し

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
き
込

み
工
事
を
申
し
込
み
を
さ
れ
て

も
、
降
雪
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

に
、
工
事
の
二
時
中
止
。
や

か
大
幅
な
延
期
H

を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
間
の
ア
ス
フ

ア
ル
ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事

が
非
常
に
難
し
く
、
道
路
の
損

傷
や
交
通
事
故
な
ど
を
誘
発
す

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

水
道
工
事
を
今
後
予
定
し
て

い
る
方
は
、
早
目
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

V
間
合
先
市
水
道
局

宮
お

1
1
0
1
4

農
業
振
興
地
威
か
ら
の

農
用
地
除
外
申
請

農
業
振
興
地
域
の
農
地
は
、

転
用
申
請
の
前
に
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
申
請
が
必
要
で
す
0

.
受
付
期
間

ロ
月
1
日
(
木
)
j
m
日
(
火
)

.
添
付
書
類

①
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

②
付
近
見
取
図
・
公
図
・
建
物

配
置
図

③
土
地
改
良
区
、
隣
接
耕
作
者

の
同
意
書

④
所
有
農
地
一
覧
図
(
農
家
住

宅
や
分
家
住
宅
の
場
合
)
な
ど

V
申
請
・
間
合
先

市
農
業
水
産
課
振
興
係

g
n
1
1
0
3
2
 

※
申
請
書
類
を
作
成
す
る
前
に
、

申
請
地
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

z震
乏保物
産安取
婁講扱
白習者

日
月
げ
日
(
木
)

-
日
時

o
一
般
午
前
9
時
1
ロ
時

O
給
油
取
扱
所

午
後
1
時
鈎
分
j

4
時

ω分

・
会
場
黒
部
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
(
生
地
)

・
受
講
受
付
期
間

口
月
7
日
(
月
)
ま
で

V
間
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

8
M
l
0
2
9
5
 

と
り
こ
わ
し

家
屋
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か

平
成
6
年
中
に
と
り
こ
わ
さ

れ
た
家
屋
(
建
物
)
は
、
市
役
所
税

務
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
き
れ
な
い
と
、
平
成

7
年
度
も
そ
の
ま
ま
家
屋
に
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
届
出
を
し
て
い
な
い
方
は

早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

V
間
合
先

市
税
務
課
課
税
係

岱

お

|
1
0
0
9

第
nw
回
魚
津
市
少
年
少
女
自
作
童
話

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

-
2
回
線
を
使
用
し
て
各
校
半
月
ず
つ
(
優
秀
賞
の
大
町
小
は
1
カ
月
)

22-9191 22-9192 
日 発表者名 ;買 題 月 発表者名 演 題

本江小 ラッキーと

11 大町小 11 愛宕佑介 海の仲間たち
渉とおばけ

月 吉崎祐子 月 坪野小 リュート星へ

清河公美子 行ったじゅんじ

上野方小
ミキの誕生日

片貝小
ドキ・土器・ドキ

12 佐野琴美 12 沢崎 渉

月 吉島小
ひ‘っくり冒険

月 住吉小 つり好き

関口琴美 高橋健太郎 しんちゃんの冒険

経団小 あんたなんか 松倉小 リトル

1田中優樹 見たくない 1富川美由紀 ベビーランド

月 村木小
ゃっ君の手鏡

月 道下小 太郎君の

潰田吉子 松本磨弥 不思議な体験

E西布施小 ゅん太ばんざい/ 2上中島小 金曜日は
月 森崎一穂 5年2組ばんざい/ 月 山崎和奈 カレー躍日

平成7年度

大町・経団幼稚園

入園児受付のご案内

血

0受付期間

11月11日働---21日(月)
(土・日曜日は除く)

午前9時~午後5時

0対象者

・盟理E・平成 2年 4月2日から
平成3年4月1日までに生まれた幼児

・ヨ翠E・平成元年4月2日から
平成2年4月1日までに生まれた幼児

0受付・間合先

大町幼稚園

経田幼稚園

ft23-9174 

ft23-9173 



狩

猟

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

銃
や
弾
の
保
管
に
十
分
注
意
し
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
事
故
の
な
い

安
全
な
狩
猟
を
心
が
け
て
く
だ

去』い。

V
間
合
先

市
農
林
振
興
課
業
務
係

合
お
|
1
0
3
6

替一小

解

刊
月
刊
日
か
ら

日
月
日
日
か
ら
来
年
2
月
日

日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り

ま
す
。
山
な
ど
へ
お
出
か
け
の

際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

指定ゴミ袋の取扱業者募集

新川広域圏事務組合では、平成7年

4月1日からゴミ袋の指定制を実施す

る予定ですが、指定ゴミ袋の取扱業者

を募集します。

・募集する取扱業者

製造業者・卸業者・小売業者

・資格 魚津市、黒部市、宇奈月町、

入善町、朝日町に所在する業者。

・申込方法

製造業者と卸業者は、新川広域圏

事務組合で、小売業者は、市民生活

課クリーン係で受付

・申込期限平成 6年11月30日(7}¥)

.申込書の請求および間合先

市民生活課クリーン係 ft23-1048

新川広域圏組合事務局 ft23-1024 

彩
り
と
や
ま
緑
化
祭
%

マ
ス
コ
wd
ド
マ
ー
ク
の
麗
称
募
集

「
花
あ
る
人
を
育
て
る
緑
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
8

年
度
に
開
催
さ
れ
る
花
と
緑

の
祭
典
「
彩
り
と
や
ま
緑
化

祭
%
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー

ク
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
マ

l
ク
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
緑
の
発
芽
、
開
花

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
わ
し
た

も
の
で
す
。

V
応
募
方
法

0
郵
便
ハ
ガ
キ

1
枚
に
つ
き
愛

称
1
点
(
漢
字
の
場
合
は
フ

リ
ガ
ナ
付
)
と
し
、
そ
の
由

来
を
-
記
入
し
て
郵
送
す
る
。

0

ハ
ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
(
学
生
は

学
校
名
と
学
年
)
、
電
話

番
号
を
-
記
入
す
る
。

一

人
何
点
で
も
応
募
で
き

る
が
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
に
限
る
。

マスコット

iご寄付ありがとう
ございましだく敬称船ダ._コ

砂善意銀行へ

大江重男東 蔵

倣)米国祐弘 火の宮町

本田良康浜経団

魚津第二保育園職員一同

吉田博住吉

きんふれんど加積庖

鹿本和人石垣新

黒瀬ファミリー相木

大野昭二北鬼江 1丁目

備)魚津鋲金吉 島

早川元彦緑 町

陶三井自動車友の会天神野新

友田道治新角川 2丁目

砂社会福祉基金として

長田喜一諏訪町

(捕ダスキン北陸金沢市

加藤良行村 木

側ハリカ魚津庖上村木1丁目

寺島嘉一緑 町

30，000円

300，000円

50，000円

4，300円

30，000円

1，145円

50，000円

3，000円

2，000円

5，000円

50，000円

3，000円

20，000円

500，000円

200，000円

30，000円

10，000円

50，000円

=電話情報=

-市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

.キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休恕所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金・土)合24-8841

.税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) 合0764ー 31-9222

.健康テレホン・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

V
募
集
締
切

平
成

6
年
日
月
初
日
(
水
)

V
表
彰

・
最
優
秀
賞

1
点

賞

状

と
賞
金

5
万
円

・

優

秀

賞

2
点

賞

状

と
賞
金
2
万
円

・

佳

作

5
点

賞
状

と
賞
金

1
万
円

(小
・
中
・
高
校
生
の
場
合
は
、

賞
金
相
当
額
の
図
書
券
)

V
応
募
・
問
合
先

全
国
都
市
緑
化
と
や
ま
フ

ェ
ア
事
務
局
マ
ス
コ

ッ

ト
マ
ー
ク
愛
称
募
集
係

干
側

富
山
市
内
幸
町
7

1
9
(内
幸
町
ラ

・
フ
ォ

ン
テ
内

)
8
0
7
6
4
l

M
H
I
l
l
2
0
 

a 

11月のテーマ
月 薬の効果と逆効果

火 身長が伸びない子供について

水 不妊症で悩んだら

木 虫歯がないのに歯がしみる

金 お年寄りの補聴器使用について

土・日 不眠症で悩んだら



一一一鎗

D
V

恒書
l
切

開
図

Z

。

館
一
日
一
す

開一

7
一で

曜一

2
一館

日
一
.
一
休

の
一
一
は

月
一
日
一
日

日一

3
一曜

1
-
月翌

ゆ
っ
く
り
と

各
駅
停
車
の
旅
⑧

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

日
本
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
白
書
佐

高

信

世

は

自

尊

好

縁

堺

屋

太

一

向
井
千
秋
メ
ダ
カ
と
飛
ん
だ
日
日

読
売
新
聞
社

吉
村
英
夫
撰

舛

添

要

一

父
よ
母
よ

政
界
大
再
編

効
果
抜
群
ノ
ダ
ニ
・
カ
ビ
退
治
法

吉
川

翠

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
カ
ル
テ
小
野
寺
時
夫

子
ど
も
の
薬
が
わ
か
る
本
岡

野

裕

二

志
の
輔
・
好
江
の
つ
っ
こ
み
料
理

立
川
志
の
輔

〈
文
学
・
小
説
〉

永
遠
も
半
ば
を
過
ぎ
て中
島

セ
ラ
フ
ィ
ム
の
夜
花
村

一

瞬

の

魔

夏

樹

カ
ー
テ
ン
コ

l
ル

黒

井

お
し
ゃ
べ
り
な
時
間
小
宮

不

時

着

安

部

東

京

パ

カ

ッ

花

室

井

〈
富
山
の
本
〉

変
わ
る
富
山
の
高
校
入
試
野
崎
橋
本

山
景
画
集

譲悦千静万ら
滋二子次子月も

思
ゐ
大
好
き
上
認
日
り
い
い
(日一日日れれ

動
物
好
き
な

2
人
、
家
で
は
柴

犬
の
キ
ン
太
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

祐
子
ち
ゃ
ん
の
お
気
に
入
り
の

本
は
ご
ん
ぎ
つ
ね
(
新
美
南
吉
作
)
。

近
頃
は
伝
記
も
読
む
よ
う
に
な
り

ま品

l
v
h
~
。

美
紀
子
ち
ゃ
ん
は
キ
ツ
ネ
の
絵

本
と
ピ

l
タ
ー
バ
ン
の
本
を
借
り

ま
し
た
。

筆
魂

・
翁
久
允
の
生
涯稗

田

董

平

黒

部

の

山

賊

伊

藤

正

一

方

言

百

話

真

田

ふ

み

〈
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
〉

C

D
ブ
ッ
ク
昭
和
の
歌
山
全
幻
枚

L
O
V
E
E
A
T
E
R
 

永
井
真
理
子

三
笠
優
子
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト

っ
し
ょ
に

l
j

月
の
お
し
ら
せ
l
¥

1
日
(
火
)
映
画

と
う
き
ち
と
む
じ
な

8
日
(
火
)
工
作

楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
袋

日
日
(
火
)
映
画

い
じ
わ
る
狐
ラ
ン
ボ

l

n
日
(
火
)
工
作

ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま

お
日
(
火
)
映
画

と
べ
な
い
ホ
タ
ル

き

午

後

4
時
j

象

幼

児

j
小
学
生

虞弘

国軍冨盟 対と

すで

2T 
週出
間し
(は
CD 、
はひ
1 と
週り

問品
でま

図
書
館
講
座

朗
読
録
音
研
修
会
日
月

8
日
(
火
)

古
文
書
解
読
会

日
月

8
日
(
火
)

川

柳

教

室

日
月

9
日
(
水
)

時
事
英
語
を
読
む
会日
月
日
日
(
金
)

戸
島
家
文
書
研
究
会日
月
口
日
(
木
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
日
月
忽
日
(
火
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会

日
月
幻
日
(
日
)

い
ず
れ
も
午
後

1
時
羽
分
か
ら
、

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源
氏

物
語
を
読
み
通
す
会
」
の
み
午
前

叩
時
か
ら
。

工事現場から工事現

場へと 4 トントラック
を操る水口敦子さん。

3年前から、市内の運

輸会社でT動いています。
「机の上の事務より

外で体を動かすのが好

き」と話す敦子さん。

毎日がとても楽しいと

言う。「できればこの仕

事をずっと続けたいu
彼女のさわやかな笑顔

が印象的でした。

信
欄
集
後
記

「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
シ
ュ

l
ト
に

感
激
し
、
模
原
の
快
投
に
し
び
れ

た
」
国
立
競
技
場
で
の
J
リ

l
グ

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎
と
横
浜
マ
リ
ノ

ス
戦
、
東
京
ド

l
ム
で
の
日
本
シ

リ
ー
ズ
第
2
戦
。

先
日
出
か
け
た
職
場
の
旅
行
で

は
、
幸
運
に
も
2
つ
の
ビ
ッ
グ
ゲ

ー
ム
を
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。2
日
間
に
わ
た
っ
て
プ
ロ
の
技

に
酔
い
、
観
衆
の
熱
気
に
酔
い
、

そ
し
て
、
最
後
に
新
宿
の
夜
に
も

酔
っ
た
旅
で
し
た
。

(
I
)

行
事
な
ど
の
掲
載
依
頼
が
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
き
ま
す
。

で
き
る
だ
け
市
民
の
方
の
目
に

つ
く
よ
う
に
と
、
あ
れ
こ
れ
悩
ん

で
み
る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
締
め

切
り
が
き
て
、
え
え
い
、
こ
れ
で

い
い
や
、
で
決
め
て
し
ま
う
。

標
語
な
ど
に
し
て
も
、
た
だ
列

挙
す
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
し
、

効
果
も
薄
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
現

状
や
具
体
的
な
活
動
な
ど
も
記
事

に
し
た
い
の
で
す
が
、
限
ら
れ
た

紙
面
と
時
間
で
は
な
か
な
か
に
難

l
v
い
。
来
月
こ
そ
は
と
思
い
つ
つ
。
(
S
)

本紙は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。

白

印刷/魚津印刷株式会社

ロ
(平成6年9月30日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，531人(一27)

(女)25，497人(-5) 

計 49，028人(-32) 

世帯数 14，585世帯

(外国人の登録を含む)

の人

編集/企画広報室

市


